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(57)【要約】
【課題】机本体の天板の下方後部における空間に配置し
て収容される下棚を、使用環境に応じて、使い勝手良く
、かつ外観の体裁と共に有効に使用することができるよ
うにした学習用机を提供する。
【解決手段】机本体２における天板４の下方後部に、後
面および左右側面が連続して開口２２，２３される収容
空間１３を形成する。下棚１４を、左右の側板１７，１
７と、これら左右の側板後端部同士を連結する後面板１
８と、側板間に架設した棚板２０とにより、机本体とほ
ぼ同一幅に形成する。収容空間の後面および左右側面の
開口を、下棚の後面板および左右側板とをもってほぼ閉
塞する閉塞位置と、下棚の少なくとも一部を収容空間の
左右方向に突出させた突出位置の少なくとも２つの位置
を選択して、下棚を配置し使用しうるようにする。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右方向に離間して床面上に立設される１対の支持体と、これら左右の支持体間に架設
された天板とを有する机本体と、この机本体の近傍において使用される下棚とを備えた学
習用机において、
　机本体における天板の下方後部に、後面および左右側面が連続して開口される収容空間
を形成するとともに、
　下棚を、左右の側板と、これら左右の側板後端部同士を連結する後面板と、側板間に架
設した棚板とにより、机本体とほぼ同一幅に形成することにより、前記収容空間の後面お
よび左右側面の開口を、下棚の後面板および左右側板とをもってほぼ閉塞する閉塞位置と
、下棚の少なくとも一部を前記収容空間の左右方向に突出させた突出位置の少なくとも２
つの位置を選択して、下棚を配置し使用しうるようにしたことを特徴とする学習用机。
【請求項２】
　下棚における左右方向の中間位置に、左右側板とほぼ同一形状の中仕切板を設けるとと
もに、下棚の突出位置の使用形態時において、前記中仕切板によって収容空間の左右側面
のうちの一方の開口を閉塞しうるようにした請求項１記載の学習用机。
【請求項３】
　収容空間の左右側面の開口を、支持体の側面に、床面から離間させて設けるとともに、
下棚の下面に、前記開口の床面からの離間寸法と同寸またはそれよりも長寸の高さを有す
る支持脚を設けた請求項１または２に記載の学習用机。
【請求項４】
　机本体上に載置して取外し可能に組み付けられる上棚を備え、この上棚を、机本体にお
ける天板下方の収容空間から取り出した下棚上に載置して組み付けることにより、机本体
とは分離した棚装置としての形態をもって使用可能にした請求項１～３のいずれかに記載
の学習用机。
【請求項５】
　上棚と下棚における、それぞれの左右側板と、この左右側板後端部同士を連結する後面
板とによって形作られる平面視前向きコ字状の形状を、両棚において同一形状にすること
により、上棚を下棚上に載置して組付け可能にした請求項４記載の学習用机。
【請求項６】
　下棚上に上棚を載置して組み付けた棚装置の高さを、机本体における左右の支持体の高
さとほぼ同一にした請求項４または５記載の学習用机。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば家庭等の勉強部屋や居間に設置される学習用机に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の学習用机においては、机本体を、天板と、この天板を支持して、机本体の側面を
形成する左右１対の支持体と、これら左右の支持体の後端間に設けられて、机本体の後面
を閉塞する幕板とによって構成することにより、机としての強度を向上させるとともに、
外観の体裁を良好にしたものが公知である（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、机本体の天板下方における、幕板と、左右の支持体とによって囲まれた空間を、
物品の収容空間として利用可能にすることにより、机としての物品収容量を増大させる工
夫もなされている。
【０００４】
　しかし、特許文献１記載のものでは、机本体における天板下方の収容空間を、より広く
確保しようとすると、使用者の下肢空間が狭められてしまう。
　しかも、子供が成長して、使用者の体格が大きくなるにしたがって、使い勝手が悪くな
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る。
　また、机本体における後方のほぼ全面が、幕板によって閉塞してあるため、天板下方の
空間も、後方が常に閉塞されたままとなり、閉鎖的な印象を使用者に与えてしまう。
【０００５】
　前記した不具合を解消するために、机本体の天板の下方後部における収容空間に配置さ
れる下棚や、天板上に配置される上棚などの物品収容構成要素を、必要に応じて、机本体
から離脱させて使用可能にものが公知である（例えば、特許文献２，３参照）。
【０００６】
　このような机は、上棚および下棚を、机本体の天板上または天板の下方後部における収
容空間から離脱させることにより、天板上面の作業空間を広げ、天板下方の使用者の下肢
空間を広げるとともに、使用者に開放的な印象を与えている。
　また、子供等の使用者の体格や使い勝手などの使用環境に合わせて、下棚を、天板の下
方後部における収容空間から離脱させることにより、下肢空間を確保することができると
ともに、下棚上に上棚を載置して組み付けることにより、机本体とは分離した棚装置とし
ても使用することができる。
【０００７】
　しかし、特許文献２，３記載のものでは、下棚を、天板下方の空間に配置するか、天板
下方の空間から離脱して、上棚と組み合わせるかの２つの使用形態に限られる。
　そのため、下棚を上棚と組み合せて、机本体とは分離した棚装置として使用する以外、
特に下棚の設置または保管場所を確保しなければならない。
　しかも、天板下方の後面も、幕板を設けることによって閉塞するか、幕板なしで開放す
るかの２者を選択するしかない。
　これにより、机本体に対する下棚の使用形態が少なく、使い勝手に制限があるばかりで
なく、勉強部屋や居間などの室内空間や机本体における天板下方の空間を有効に、かつ外
観を体裁良く収めて使用することができないという問題があった。
【特許文献１】特開平０７－２７５０４８号公報
【特許文献２】特開２００５－０００３４９号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１３６６２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記現状に鑑み、机本体の天板の下方後部における空間に配置して収容され
る下棚を、使用環境に応じて、使い勝手良く、かつ外観の体裁と共に有効に使用すること
ができるようにした学習用机を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題は、「特許請求の範囲」における各請求項に示すように、次のような構成から
なる発明によって解決される。
【００１０】
（１）　左右方向に離間して床面上に立設される１対の支持体と、これら左右の支持体間
に架設された天板とを有する机本体と、この机本体の近傍において使用される下棚とを備
えた学習用机において、机本体における天板の下方後部に、後面および左右側面が連続し
て開口される収容空間を形成するとともに、下棚を、左右の側板と、これら左右の側板後
端部同士を連結する後面板と、側板間に架設した棚板とにより、机本体とほぼ同一幅に形
成することにより、前記収容空間の後面および左右側面の開口を、下棚の後面板および左
右側板とをもってほぼ閉塞する閉塞位置と、下棚の少なくとも一部を前記収容空間の左右
方向に突出させた突出位置の少なくとも２つの位置を選択して、下棚を配置し使用しうる
ようにする。
【００１１】
（２）　上記（１）項において、下棚における左右方向の中間位置に、左右側板とほぼ同
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一形状の中仕切板を設けるとともに、下棚の突出位置の使用形態時において、前記中仕切
板によって収容空間の左右側面のうちの一方の開口を閉塞しうるようにする。
【００１２】
（３）　上記（１）項または（２）項において、収容空間の左右側面の開口を、支持体の
側面に、床面から離間させて設けるとともに、下棚の下面に、前記開口の床面からの離間
寸法と同寸またはそれよりも長寸の高さを有する支持脚を設ける。
【００１３】
（４）　上記（１）～（３）項のいずれかにおいて、机本体上に載置して取外し可能に組
み付けられる上棚を備え、この上棚を、机本体における天板下方の収容空間から取り出し
た下棚上に載置して組み付けることにより、机本体とは分離した棚装置としての形態をも
って使用可能にする。
【００１４】
（５）　上記（４）項において、上棚と下棚における、それぞれの左右側板と、この左右
側板後端部同士を連結する後面板とによって形作られる平面視前向きコ字状の形状を、両
棚において同一形状にすることにより、上棚を下棚上に載置して組付け可能にする。
【００１５】
（６）　上記（４）項または（５）項において、下棚上に上棚を載置して組み付けた棚装
置の高さを、机本体における左右の支持体の高さとほぼ同一にする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によると、次のような効果を奏することができる。
　請求項１記載の発明によれば、机本体における天板の下方後部に、後面および左右側面
が連続して開口される収容空間を形成するとともに、下棚を、左右の側板と、これら左右
の側板後端部同士を連結する後面板と、側板間に架設した棚板とにより、机本体とほぼ同
一幅に形成することにより、前記収容空間の後面および左右側面の開口を、下棚の後面板
および左右側板とをもってほぼ閉塞する閉塞位置と、下棚の少なくとも一部を前記収容空
間の左右方向に突出させた突出位置の少なくとも２つの位置を選択して、下棚を配置し使
用しうるようにしてあるため、閉塞位置での使用形態では、天板下方に、下棚が収容可能
な空間を確保しつつ、机本体の占有面積を小さく収めることができる。
　また、突出位置での使用形態では、天板下方における使用者の下肢空間を確保しながら
も、十分な物品収容空間を確保することができるとともに、机本体の外側部にも物品収容
空間を確保することができる。
　これにより、下棚を、使用環境に応じて、使い勝手良く有効に使用することができ、閉
塞位置での収容空間の開口を、外観を体裁よく閉塞することができる。
【００１７】
　請求項２記載の発明によれば、下棚における左右方向の中間位置に、左右側板とほぼ同
一形状の中仕切板を設けるとともに、下棚の突出位置の使用形態時において、前記中仕切
板によって収容空間の左右側面のうちの一方の開口を閉塞しうるようにしてあるため、下
棚が突出する開口を体裁よく閉塞することができ、外観の体裁を良好に収めることができ
る。
【００１８】
　請求項３記載の発明によれば、収容空間の左右側面の開口を、支持体の側面に、床面か
ら離間させて設けることにより、支持体の下端を支持する脚体の後端が、机本体の後端に
至るまで、後方に延設されることになり、これにより、机本体の後部を、脚体によって支
持することができるため、机本体の自立安定性を高めることができる。
　また、下棚の下面に、前記開口の床面からの離間寸法と同寸またはそれよりも長寸の高
さを有する支持脚を設けてあるため、特に突出位置での使用形態において、下棚を、支持
体の脚体を跨がせて配置したとき、下棚の下面が脚体の上方に位置するため、下棚の下面
が脚体の上面に当接して上方に持ち上げられ、下棚が左右に傾いたりして、下棚の安定性
が悪くなることもなく、かつ外観の体裁も良好である。
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【００１９】
　請求項４記載の発明によれば、机本体上に載置して取外し可能に組み付けられる上棚を
備え、この上棚を、机本体における天板下方の収容空間から取り出した下棚上に載置して
組み付けることにより、机本体とは分離した棚装置としての形態をもって使用可能にして
あるため、机としての使い勝手を、より多様なものとすることができる。
【００２０】
　請求項５記載の発明によれば、上棚と下棚における、それぞれの左右側板と、この左右
側板後端部同士を連結する後面板とによって形作られる平面視前向きコ字状の形状を、両
棚において同一形状にすることにより、上棚を下棚上に載置して組付け可能にしてあるた
め、下棚への上棚の組付けが容易になるとともに、両棚の一体感を向上させることができ
る。
【００２１】
　請求項６記載の発明によれば、下棚上に上棚を載置して組み付けた棚装置の高さを、机
本体における左右の支持体の高さとほぼ同一にしてあるため、外観の体裁を良好にするこ
とができるとともに、使い勝手も良好となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
図１は、本発明における学習用机の下棚の第一の使用形態を示す斜視図、図２は、図１に
おけるII－II線の縦断面図、図３は、分解斜視図である。
【００２３】
図１～図３に示すように、本発明の学習用机１は、例えば家庭における勉強部屋の床面Ｆ
上に設置される机本体２と、この机本体２の近傍において使用される、少なくとも後記す
る下棚１４とによって構成されている。
机本体２は、少なくとも、左右方向に離間して床面Ｆ上に立設され、かつ前後方向を向く
１対のほぼ平板状の支持体３，３と、これら支持体３，３間の左右方向に架設した上下方
向に高さ調整可能な平板状の天板４とでもって構成されているとともに、前記支持体３，
３間の後面ほぼ上半部は、幕板５によって閉塞されている。
【００２４】
左右の支持体３は、後方に延びる水平辺部３ａと、この水平辺部３ａ前端から垂下させた
垂下辺部３ｂとにより、側面視下向きＬ字状のフレーム枠３ｃを形成するとともに、この
フレーム枠３ｃにおける垂下辺部３ｂの下端に、床面Ｆ上に接地される前後方向を向く脚
体６を取り付け、かつこの脚体６とフレーム枠３ｃとによって形成される側面視後向きほ
ぼコ字状のフレーム上下間に、縦長平板状の面板３ｄを、前記垂下辺部３ｂとの間に間隔
を置いて組み付けることにより、ほぼ平板状に形成されている。
【００２５】
机本体２における天板４上の後部には、取外し可能に組み付けた上棚７が設けられている
。
この上棚７は、上棚本体８が、左右方向に離間させた前後方向を向く１対の平板状の側板
９，９と、これら側板９，９間の後面に架設した後面板１０とでもって、前記机本体２の
左右方向の幅と同一寸法の平面視前向きコ字状をなすように形成されている。
【００２６】
左右の側板９，９間における左右方向の中間部には、上下方向に高さ調整可能な中仕切板
１１が設けられているとともに、この中仕切板１１によって間仕切りされた左右の空間に
は、棚板１２が、側板９と中仕切板１１との間に、それぞれ上下方向に高さ調整可能に架
設されている。
【００２７】
平面視前向きコ字状をなす上棚本体８は、机本体２における左右の支持体３，３と幕板５
とでもって形成される平面視前向きコ字状とほぼ同一幅寸法をなし、上棚本体８の下端を
机本体２の前記コ字状をなす後部側上端に載置して取外し可能に組み付けうるようになっ



(6) JP 2010-35753 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

ている。
【００２８】
机本体２の天板４の下方後部には、図２に示すように、幕板５の下端から前方に向けて延
びかつ下方に向けて垂下させた側面視下向きＬ字状の物品載置用の内棚５ａが、左右の支
持体３，３間に架設されて形成されているとともに、この内棚５ａの下方には、下棚１４
が収容可能な収容空間１３が形成されている。
【００２９】
下棚１４は、下棚本体１５が、左右方向を向く平板状の底板１６と、この底板１６上に左
右方向に離間させて起立させた前後方向を向く１対の平板状の側板１７，１７と、これら
左右の側板１７，１７の後端部同士を連結する後面板１８とにより構成されている。
下棚本体１５は、左右の側板１７，１７と後面板１８とでもって形成される平面視前向き
コ字状をなす上端形状が、机本体１とほぼ同一幅寸法の前記上棚本体８における左右の側
板９，９と後面板１０とでもって形成される平面視前向きコ字状をなす下端形状と同一形
状に形成されている。
これにより、図５に示す後記する使用形態でもって、下棚１４上には、上棚７が載置状態
で組付け可能になっている。
【００３０】
左右の側板１７，１７間の左右方向の中間部には、左右の側板１７とほぼ同一形状の中仕
切板１９が設けられている。
この中仕切板１９によって間仕切りされた左右の空間には、棚板２０が、側板１７と中仕
切板１９との間に、それぞれ上下方向に高さ調整可能に架設されている。
【００３１】
下棚本体１５における底板１６の下面には、左右方向に離間させた前後方向を向く１対の
支持脚２１，２１が設けられている。
【００３２】
内棚５ａの下方に形成した収容空間１３は、後面と左右方向の側面とが連続して開口され
るように、幕板５の下方における後面と左右の支持体３，３の側面とが、第１の開口２２
と第２の開口２３とによって開口されている。
第１の開口２２は、下棚１４の後面形状とほぼ同一形状に形成され、第２の開口は、下棚
１４における左右の側面形状とほぼ同一形状に形成されているとともに、下棚１４は、机
本体２の後方から第１の開口２２を通して、収容空間１３に収容可能になっている。
【００３３】
第２の開口２３は、図２に示すように、脚体６の高さに応じて、その下端縁が床面Ｆから
離間しうるように、支持体３における上下方向の中間位置に形成されている。
また、下棚本体１５の下面に設けた左右の支持脚２１は、第２の開口２３の床面Ｆからの
離間寸法と同寸またはそれよりも長寸の高さを有する。
【００３４】
　すなわち、本発明の第一の使用形態においては、机本体２の天板４の下方後部における
収容空間１３に、下棚１４を後方から配置して収容したときに、下棚本体１５の後面板１
８が、第１の開口２２に、左右の側板１７，１７が、左右の支持体３に形成した第２の開
口２３にそれぞれ臨ませるとともに、前記後面板１８の外側面が、幕板５の外側面と、側
板１７の外側面が、支持体３の外側面とほぼ同一平面上に位置するようになっている。
　これにより、下棚１４の後面でもって、机本体２における幕板５の下方に形成される第
１の開口２２を、また下棚１４の左右の側面でもって、左右の支持体３における第２の開
口２３のそれぞれを、ほぼ閉塞するような閉塞位置での使用形態となっている。
【００３５】
　図４は、机本体２に対する下棚１４の第二の使用形態を示す斜視図である。
　本使用形態では、机本体２の天板４の下方後部における収容空間１３に、閉塞位置での
第一の使用形態と同様にして、下棚１４を後方から配置して収容するに際して、下棚１４
における左右方向の一部を、左右の支持体３における開口、例えば図４に示すように、右
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側の支持体３における第２の開口２３を跨ぐように外部に突出させる突出位置での使用形
態に配置される。
　この場合、支持体３の第２の開口２３は、下棚本体１５の左右方向の中間部を間仕切り
する中仕切板１９によってほぼ閉塞されるようになっている。
【００３６】
　図５は、上棚７および下棚１４の棚装置としての第三の使用形態を示す斜視図である。
　本使用形態では、上棚７の左右側板９，９と、この左右側板９，９の後端部同士を連結
する後面板１０および下棚１４の左右側板１７，１７と、この左右側板１７，１７の後端
部同士を連結する後面板１８とによって形作られる平面視前向きコ字状の形状を、両棚７
，１４において同一形状にして、上棚７の下端形状と下棚１４の上端形状とが整合しうる
ようにしてあるため、前記した第一および第二の使用形態において、下棚１４を、天板４
の下方後部における収容空間１３から取り出すとともに、この下棚１４上に、図５に示す
ように、机本体２における天板４上に取外し可能に組み付けられる上棚７を載置して組み
付けることにより、机本体２とは分離した棚装置として、机本体２の側部近傍に設置して
使用するようになっている。
　この場合、上棚７と下棚１４との組付時の高さは、机本体２との調和を図るために、支
持体３の高さとほぼ同一寸法にすることが好ましい。
【００３７】
　なお、上記した使用形態において、上棚７を、机本体２の天板４の上方後部に組み付け
る際、あるいは下棚１４上に上棚７を組み付ける際には、例えば従来公知のノックダウン
金具などの図示しない連結金具を用いて、互いに連結して組み付けるようになっている。
　また、上棚７の棚板１２および下棚１４の棚板２０は、収容する物品の大きさなどの形
態に応じて、適宜に高さに調整される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明における学習用机の下棚の第一の使用形態を示す斜視図である。
【図２】図１におけるII－II線の縦断面図である。
【図３】分解斜視図である。
【図４】机本体に対する下棚の第二の使用形態を示す斜視図である。
【図５】下棚および上棚の棚装置としての第三の使用形態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３９】
１　　学習用机
２　　机本体
３　　支持体
３ａ　水平辺部
３ｂ　垂下辺部
３ｃ　フレーム枠
３ｄ　面板
４　　天板
５　　幕板
５ａ　内棚
６　　脚体
７　　上棚
８　　上棚本体
９　　側板
１０　後面板
１１　中仕切板
１２　棚板
１３　収容空間
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１４　下棚
１５　下棚本体
１６　底板
１７　側板
１８　後面板
１９　中仕切板
２０　棚板
２１　支脚
２２　第１の開口
２３　第２の開口
Ｆ　　床面

【図１】 【図２】
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